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自己紹介

東京大学大学院で機械学習を研究。
卒業後、リクルートにデータサイエンティストとして入社し、様々な
データ分析プロジェクトに携わる。
その後、Indeedで、求人の推薦システムの開発に携わる。
Ubieでは、AI問診のアルゴリズム開発チームをリード 

最近は社内のGenerativeAIチームの立ち上げをしています

2018年、Forbes 30 Under 30 Japanを受賞 
2022年、「推薦システム実践入門(オライリー)」を執筆 
東京都立大学大学院非常勤講師

永山先生(一橋大学)と能動的推論とWellbeingに関する共同研究
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最近の個人的興味：ChatGPTを活用した新しい読書体験(note記事)

● 青空文庫の本をChatGPTに組み込んで、様々な出力をするアプリを作成

この詩は、世の中の様々な困難に立ち向かい、自
分の信念を貫くことの大切さを教えてくれる。そし
て、その中で他人に対する思いやりや、自分自身
を磨くことの重要性も伝えている。 まるでジャズの
ようなリズムで、言葉が心に響いてくる。

僕はカフェでコーヒーを飲みながら 、この詩を読ん
でいた。窓の外では雨が降っていて、風が木々を
揺らしていた。まるで詩の中の世界が現実になっ
たかのようだった。

雨ニモマケズの村上春樹風の感想文 かちかち山の登場人物の関係図

https://note.com/masa_kazama/n/n42349add3a3e
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目次

● ユビーについて (3 min)
● 社内でのGenerativeAIの活用事例 (13 min)

○ 【生産性】社内のChatGPT活用事例
○ 【生産性】Github Copilotの活用事例
○ 【創造性】Midjourneyを活用した会社バリューのステッカー作成
○ 【創造性】GenerativeAI活用のアイデア創出ワークショップ

● GenerativeAI時代の働き方(生産性×創造性) (4min)
○ 生産性は上がるが、創造性は！？
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会社概要【ユビー株式会社】

Ubie は、医師とエンジニアが

創業したスタートアップです。

代表 阿部 吉倫 (医師)・久保 恒太 (元エンジニア)

2017年 5月

従業員 約 220名 2022年10月現在

累計調達額 107.2億円 2022年10月現在

設立
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Ubieが提供する２つのサービス

症状から受診の手がかりがわかる

利用者数

月間        万人超700

診察事務を1/3に効率化

導入施設

47都道府県

1000超

医療機関向け AI問診システム (toB) 生活者向け 受診相談サービス (toC)
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toB向け: ユビーAI問診
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toC向け: 症状検索エンジン「ユビー」

自然言語主訴の
99%を網羅

13000以上の症状

結果表示

AIが自動的に質問を
行なっていく

関連性の高い病名、理
由などを表示

主訴の入力 AIによる質問
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ユビーでのGenerativeAIの取り組み

「プロダクトへの活用」と「生産性向上」の２つを軸に可能性を追求
※この取り組みの中で見えてきた創造性向上についてもご紹介します

デザイン作業効率化

医師作業効率化

エンジニア作業効率化

生産性向上

新規プロダクト

toBへの組み込み

toCへの組み込み

プロダクトへの活用
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社内でのGenerativeAIの活用促進（プロダクト活用と生産性向上の２軸）
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社内用ChatGPTツールによる生産性向上

● 機密情報を入力して試せる
● 結果を社内でシェアできる
● 従量課金なのでコストを抑えられる

○ Chat GPT Plusなどのサブスクに比べ
ると圧倒的に安上がり

○ 100名ほど使っているが月額１万円も
いかない

● ナレッジを貯められる
○ テンプレートの充実や、会話の公開、こ

の他データが社内にあるのでその他の
活用なども考えられる

● 自社業務に特化したカスタマイズが
できる

○ 業務特化な機能や社内のデータベース
との連携
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開発者向け以外の使い方例：求人票の下書き
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開発者向け以外の使い方例：会社イベントのQ&A
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社内全展開への動き（生産性向上や創造性向上に向けて）

● 各組織へのインストールやトレーニングの
設計と実行

● インタビュー、業務インパクトの
高い領域の探索

● ヘビーユーザーを社内の伝道師に
● 利用状況の可視化
● 生産性や創造性向上に向けた利用方法の分析
● 開発・運用の委譲に向けた動き
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Github Copilotの活用による生産性向上事例（記事）

● GitHub Copilotによるコードの自動補完

https://yoheikikuta.github.io/improve_productivity_with_aitool_in_ubie_discovery/
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Github Copilotの活用結果（生産性向上だけでなく創造性にもプラス）

● GitHub Copilot では定性的なアンケートでコーディング業務が平均 38% 効率的にな
るという結果
○ ２ヶ月程度の全員検証期間
○ アンケートの有効回答数: 24人

● １人当たり一月 $20 の Invest で、ざっくり 月数万~数十万円 の Return 

【利用者コメント】
● 倍くらいまではいかないが、結構細かなところで生産性向上していると思うのでかなり

開発体験が良くなっている。
● テストや定形の作業をする速度が上がり、ストレスがかなり低減しているのを感じてま

す！
● 定形作業の中にも斬新なコードを提案してくれて学びも多いです
● 頭の中の設計を即時にコード化してくれるので、新しいアイデアの試行錯誤がすごく早

くなった
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【創造性向上】Midjourneyを活用した会社バリューのステッカー作成

【ユビーの会社バリュー】
● Giant Leap

○ 非連続な未来を実装しよう
● Trust & Ownership

○ チームを信頼しつつ、最後の砦になろう
● Full throttle, but Safe

○ 大事なものを壊さずに、素早く進もう

【作業手順】
● ChatGPTに各バリューのタイトル、ディスクリプ

ションからprompt作成
● Midjourney上でpromptを微調整
● 画像を手動で修正
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【創造性向上】GenrativeAI活用のアイデア創出ワークショップ (note記事)

【背景】
● 事業やプロダクトのアイデアを考えるときに、既存の延長線上で考えがち
● GenerativeAIなどの議論では、技術的な知見が深いメンバーに偏りがち

【目的】
● エンジニア系の職種だけでなく、Bizや医師も含めて改めて技術の現在地と未来の可

能性を知る
● 実際にプロトタイプを作って実感をする
● 中長期的にGiant Leapな妄想をできるための素地を作り、さらなるアイディア創出をし

やすい状況にする

https://note.com/hassy_ub/n/n52453390aa02
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ワークショップ概要

【参加者】
● ソフトウェアエンジニア、データサイエンティスト、医師、Bizdev、デザイナーの約12名
● 異なる専門性を持つメンバー
● 4名×3チーム程度の双方向でコミュニケーションがしやすい規模感

【ワークショップの形式】
● 東京大学 i.schoolという教育プログラムの同窓生が3名在籍

○ ニーズ×シーズアプローチと強制発想
○ バイアスブレイキング（Break the bias）と強制発想
○ 個人ワーク×グループワークの組み合わせ
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テーマ：2025年においてGenerative AIが医療・ヘルスケアという領域でどう浸透しているのか？

● Generative AIの現在地と質疑応答  30min
● ワークショップの流れの説明  10min
● 個人ワーク  20min

○ 未来の状態（ユーザーニーズ）とシーズを組みあわせて強制発想アイディ
ア出し

● グループ内共有  10min
○ アイディアの共有

● グループワークその 1 35min
○ アイディアが面白い理由の言語化によるバイアスの可視化・構造化

● グループワークその 2 30min
○ バイアスから思考軸を 2軸設定
○ バイアスブレイキングによるアイディア強制発想

● 個人ワーク  10min
○ プロンプトでプロトタイプを作る

● グループ内共有と評価  5min
○ 新規性、有用性で評価する（実現可能性は気にしない！）

● 全体共有  10min
● まとめ 10min
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ワークショップのアウトプット（未来予測）

手元の端末でオフラインでLLMを動かせる時代が思った以上に早く来そう
数千円のマイコンやiPhoneで動かす事例も
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ワークショップのアウトプット（未来予測）

手元のあらゆる端末にLLMが導入される可能性

※写真はイメージです
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ワークショップのアウトプット(LLM搭載の健康相談ぬいぐるみ)
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GenerativeAI時代の働き方（生産性向上）

● ChatGPTやGithub Copilotは、日々の業務に生産性向上観点で、「あったらよい」も
のではなく、「なくてはならない」ものになっている
○ 今は主にエンジニアがメインだが、デザイナーや営業などの職種に徐々に広がる

● 生産性向上の取り組みの中に、創造性向上事例も観測された
● プロンプトによる大量の回答生成(GenAI)から、様々な情報を統合してインサイト

(SynthAI)抽出で、さらなる生産性向上や創造性向上へ

https://a16z.com/2023/03/30/b2b-generative-ai-synthai/
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GenerativeAI時代の働き方（創造性向上）

● 自分の今までの経験や知見を具現化することが容易になった
● GenerativeAIの活用によって、今までできなかったことできるように

○ 医師がChatGPTを活用してiPhoneアプリの作成
○ データサイエンティストがMidjourneyを活用してWebデザイン作成
○ エンジニアが、自分の子供向けに、Midjourneyで絵本作成


